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○ 提案の要旨(Abstract) 

 宇都宮市民や宇都宮市に訪れた人々がより宇都宮の魅力を体感出来るよう、宇都宮市の中心市

街地（まちなか）に設置されている電柱や看板などに専用の 2 次元バーコード（QR コード*1）を

配置し，宇都宮市内にある「訪れてほしい場所・店舗」を地図などの情報とともに閲覧できるウ

ェブサイトにアクセスできるようにする。このウェブサイトには，地元住民しか知りえない情報

の掲載だけでなく，編集できる機能を設けることでさまざまな人からの情報提供を促すとともに，

ウェブサイト利用者のニーズとまちなかのサービスとの接点づくりを目指す。さらに，まちなか

の危険な場所など行政の対応が必要な場所があった場合に通報可能な機能も設ける。以上の取り

組みによって，まちなかの魅力を発信して活性化を促し，「SDGs な未来都市 うつのみや」の実

現に貢献する。 

 

 

１. 提案の背景・目的 

 宇都宮市の中心市街地（以下，「まちなか」という）には，魅力あふれる店舗や訪れるべき場所

が数多く存在している。しかし，それらの店舗の場所や特色などはなかなか知られていない。特

に宇都宮市に今後長く居住する可能性のある学生などの若い世代に，こうした魅力が知られてい

ないとしたら，大変残念であると考えた。宇都宮市のまちなかは，道路が狭い一方でそうした場

所に魅力が隠されていることから，まさに迷宮のようなまちであるように思われる。それゆえ，

どこにどのようなものがあるのか知る機会が少ないため，歩いて楽しめるまちの魅力を十分に活

かせていないと考えた。 

そこで私たちのグループは，より多くの宇都宮市民や宇都宮を訪れる人に，宇都宮のまちなか

の魅力と，日常生活を豊かにできる場所が数多くあることを知ってもらうため，さまざまな人が

編集可能で，まちなかの魅力がつまったウェブサイト「宮リンス」による情報発信策を提案する。 

 

２. 提案の目標・SDGsとの関連 

 本提案は，宇都宮市のまちなかにあるまだよく知られていない魅力を多くの人に知ってもらい

まちなかを活性化させること，そして行政の目が行きにくいまちなかの不具合への対応を，「宮リ

ンス」と名づけた専用のウェブサイトとそれにアクセスするための QRコードの配置によって実現

することを目標にしている。このウェブサイトは，主に地域住民が利用する想定であるが，多く

の情報を掲載するため，観光客の利用も目指している。 

 まちなかの魅力が認知・発信され，来訪者が増加することで，店舗や地域に主に経済的・社会

的な利益がもたらされれば，SDGsのゴールの「８ 働きがいも経済成長」につながる。また，宮

リンスによって継続的にまちなかの活性化になれば「11 住み続けられるまちづくりを」が達成



 

できる。また，行政の目が届きにくいまちなかの不具合への対応という，住民から行政へのこれ

までにない情報提供手段が運用されれば，「11 住み続けられるまちづくりを」につながると考え

る。以上のゴールを目指すには，市民，行政，事業者などのさまざまな立場の人たちの協力が不

可欠であることから，「17 パートナーシップで目標を達成しよう」というゴールも強く関係する。

以上の本提案と SDGsとの関連を表 1にまとめた。 

 

 表 1 本提案と SDGｓとの関連 

本提案の目標・具体的施策 
SDGsとの関連 

ゴール 

【目標１】宇都宮市のまちなかのよく知られていない魅力を多くの人に知ってもらう 

● まちなか情報共有サイト 

「宮リンス」の開発と情報発信 

● 「宮リンス」にアクセスする 

QRコードのまちなかへの掲示 

８ 働きがいも経済成長も 

11 住み続けられるまちづくりを 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 

【目標２】行政の目が届きにくいまちなかの不具合への対応 

● 「宮リンス」における行政への通報機能 
11 住み続けられるまちづくりを 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 

（提案者作成） 

 

３. 現状分析 

3.1 宇都宮市を訪れる人の情報源 

 表 2 は，観光客が宇都宮市に来訪したきっかけを宇都宮市が調査した結果である。これをみる

と，「全体」では，表の一番下の「特にきっかけとなったことはない・わすれた」を除くと，「以

前に訪れたことがある」が最も多く，26.0％を占めている。これは 30才代以上のすべての年代で

みられる傾向である。一方，20才代は，「家族や知人等からの紹介・クチコミ」が 30.4％で最も 

 

表 2 宇都宮市への来訪のきっかけ 

 

（『平成 30年宇都宮市観光動態調査報告書』15頁から転載） 



 

多く，「インターネット」が 26.1％で次ぐ。「インターネット」は 30 才代以上では，あまり利用

されていない傾向もうかがえる。 

「以前に訪れたことがある」が最も多いことは，リピーターが宇都宮市の観光を支えているこ

とを意味している。つまり，すでに何らかの魅力を知っており，その魅力を再度味わうために来

訪していることが考えられる。これは例えば，餃子を食べるために宇都宮市に再度来るというこ

とが考えられる。一方で，20才代が家族などからの紹介やクチコミ，またインターネットの情報

に頼っているのは，宇都宮市に来訪経験が少なく，またどんな魅力があるのか知らないというこ

とを示していると考えられる。インターネットが重要なきっかけになっていることは，20才代と

他の世代では情報収集の仕方が異なるということを示している。若い世代はスマートフォンから

情報を得るのが一般的であるため，スマートフォンを最大限に活用した情報発信の場が必要であ

るといえる。 

 宇都宮市では，「宇都宮市観光アプリ」，また宇都宮市観光コンベンション協会では公式ウェブ

サイトなどを通じてインターネット上で情報を発信している。非常に多くの情報が掲載されてお

り，特に本提案で対象としているまちなかの情報も多数掲載されている。また，アプリからは「栃

ナビ！」にもリンクしており，ここには訪問者の口コミも掲載されている。これらのアプリやウ

ェブサイトは非常に便利であるものの，当然店舗などの公式の情報は誰かが掲載するのを待たね

ばならず，新規開業店や直近のイベントなどの情報をリアルタイムで反映することが難しい。 

若い世代は twitterなどの SNSが情報源として重要であるにもかかわらず，栃木県を含む東京

圏以外の地域では，SNSに載っている観光・レジャー情報が比較的少ないため，「地方はおもしろ

いものがあるのに，すくい上げられていない」いう認識が若者にみられるという研究結果もある
1)。これは，東京圏以外の地域には，SNSを含むインターネットには載っていない魅力を「開拓」

し，初めて開拓した者として SNS に発信するという楽しみ方ができることにつながる。このよう

に，現実には存在するのに，インターネット上では無いことになっている隠れた魅力を見つけ，

発信できる場が地方に求められている。 

 

3.2 宇都宮市の中心市街地の課題 

 本提案で課題としているまちなかの情報を得る手段は，宇都宮オリオン通り商店街振興組合や

オリオン通り曲師町商業協同組合，また宇都宮市のウェブサイト，市の広報での月間のイベント

情報などがある。 

しかしながら，宇都宮市中心市街地の現状と課題として，宇都宮市のウェブサイト 2)によれば，

下線で示したように「文化・情報環境が未成熟」，「情報発信機能の弱さ」が掲げられている（表

3）。市ではこの解決のために「ITを活用した多様な情報ネットワークづくり」を方針に掲げてい

る 3)。 

情報の発信源は少数であるよりも多様であるほど，さまざまな人に情報が届くと考える。その

ため，情報発信機能を強化していくためには，これまでとは異なる形態での情報発信方法を整備

していくことが有効であると考える。 

 

3.3 他都市の事例～「ちばレポ」（千葉市）～ 

 千葉市は，「ちばレポ」と呼ばれる ICT（情報通信技術）を使って市民と市役所（行政），市民

と市民が情報共有するアプリを構築した。特に，公園や道路などの不具合などの情報を市民が自

主的にアプリに投稿し，それを他の市民や行政が確認し，通報された不具合を市民が解決するか

行政が解決するか検討する。 

 こうした困ったことを発信するだけでなく，まちのお気に入りの景観やおすすめスポットなど

を共有することも利用方法のひとつとして想定されている 4)。 

 このように，身近な地域の小さな課題を他の市民や行政と共有したり，市民自らまちの良さを

共有することがアプリでできるという仕組みは，宇都宮市のまちなかの魅力を発信していくうえ

で，参考にすることができると考えられる。特にアプリを使うことで，若い世代にも関心を持っ



 

てもらうことができると考えられる。 

 

表 3 宇都宮市中心市街地の現状と課題 

 現  状 課  題 

商業業務 

機能 

商業（売上高等）の衰退 

- 来街者の減少 

商業環境の変化 

経済のサービス化の進展 

商業機能の再編 

商業環境の改善 

多様な産業交流の充実 

交通機能 自動車中心の交通 

JR駅東西交通の不便性 

都心，内環状線幅員の狭隘さ 

自動車依存型からの脱却 

 歩行者・自転車ネットワーク形成等 

幹線道路・交通結節点の整備 

生活環境 

機能 

都市的イメージの希薄 

低い緑・水と都心空間の融合性 

ゆったり歩ける空間や魅力ある 

街並みの欠如 

文化・情報環境が未成熟 

- 高次な文化施設，情報発信機能

が弱い。 

高齢社会に対応したハード面の整備 

シンボルづくりと機能的な 

都市空間形成 

広場空間の形成 

文化，教育等の交流機能の充実 

バリアフリー等の推進 

 

居住機能 都心部内での人口減少の進行 

無秩序な住・商混在の進行 

都心コミュニティの再生 

多様な利便施設の立地 

都市型居住地の整備 

土地利用ルールの確立 

（宇都宮市公式ウェブサイト 2）から作成） 

 

４. 施策事業の提案 

4.1 まちなか情報共有サイト「宮リンス」の開発と QRコードの配置 

（１）「宮リンス」とは？ 

 「宮リンス」とは，宇都宮市のまちなかにある宇都宮市民おすすめの「訪れるべき場所」を掲

載・発信するウェブサイトである。 

せっかくローカルな情報を集めたウェブサイトを制作・公開しても，それが多くの人に認知さ

れ利用者が増えなければ，まちなかの魅力を知ってもらうことはできない。そこで，私たちは覚

えてもらえるウェブサイトの名称を考え，「宮リンス」と名づけた。この名称は，せまい範囲にた

くさんの施設や店舗が立地していてさまざまな魅力がつまっている宇都宮のまちなかが，まるで

ラビリンス（大迷宮）のようであること，また宇都宮市を表す「宮」を組み合わせることで発案

した。 

このウェブサイトの最大の特徴は，多数の宇都宮市民がまちなかの情報をこのウェブサイトに

自由に書き込み，編集し，発信し，宇都宮市内外の人と共有するところにある。宇都宮市のまち

なかに一番詳しい人は，宇都宮市民である。そうした市民が，他のメディアにはあまり情報が掲

載されていない店舗や，まちなかの穴場スポット，また市民だからこそ知っているようなことな

どの情報を詳しく書き込んでいくことで，どこよりも宇都宮のまちなかに詳しいウェブサイトが

できあがる。 

 「集合知」という考え方がある。これは，たくさんの人の知識が蓄積し，さまざまな人の知識

を膨大に集めて体系化することで，他の人が活用できる形にまとまっていくという考え方である
5)。この考え方を利用してつくられているウェブサイトが，インターネット上の百科事典である「ウ



 

ィキペディア」である。ウィキペディアに掲載されている情報は，登録すれば誰でも編集可能で

ある。そのため，多くの人が執筆に携わることで，情報が増え，洗練され，体系化されていく。

宮リンスでも集合知の考え方を利用し，多くの人にまちなかの情報を書き込んでもらうことで，

まちなかのさまざまな魅力を発信していく。 

 市民が書き込む情報以外にも，例えば宇都宮市や宇都宮観光コンベンション協会，商店街組合

などが有するまちなかでのイベントや店舗情報，観光案内などの情報なども盛り込んでいくこと

で，さらなる情報量の増加が期待できる。 

 

 

図 1 アプリ版「宮リンス」の画面イメージ 

（提案者作成） 

 

 

図 2  まちなか情報共有サイト「宮リンス」の利用イメージ 

（提案者作成） 



 

また，宮リンスをまちなかでも手軽に利用できるようにするに，パソコンでの閲覧を前提とし

たウェブサイトだけでなく，スマートフォンで見やすいアプリ版も開発する。トップ画面に地図 

を大きく配置して，スポットの場所をわかりやすく示すとともに，ジャンル別での検索を容易に

する画面も設計する（図 1）。 

以上の仕組みを概略的に示したイメージが図 2である。 

 

（２）「宮リンス」の機能 

宮リンスには主に下記の機能を持たせる。 

① 訪れるべき場所をわかりやすく地図上に示す「マップ表示機能」 

……宮リンスには，大迷宮である宇都宮市のまちなかをわかりやすく案内する役割を持たせ 

る。そのため，店舗や施設などの位置を示す「マップ表示機能」は，この提案の根幹を 

形作る機能である。大迷宮の中にある行ったことのない・知らない場所へ確実にたどり 

着くために，マップをトップ画面に設ける。 

② 利用登録者による店舗・施設などのローカルな情報掲載，ちばレポのような「情報発信・通
報機能」 

……誰でも編集できる宮リンスの不適切な編集を防ぐため，利用登録制度を設ける。これは， 

ウェブ上でユーザー名やパスワード，連絡先などを登録するものである。登録が完了し， 

「利用登録者」になった上で，まちなかのさまざまな情報を自由に書き込んでもらい， 

情報を発信する。バス停の時刻表などや店舗の外観などの写真も投稿できるようにする。 

また，ちばレポのような機能も設ける。例えば，道路の破損箇所などの写真などを送 

信する機能を設けることで，市役所に市民が簡単に通報できるようになる。 

③ 利用登録者が自由に設定できる「ブックマーク機能」 

……利用登録者の好みや目線に合った情報をいつでも発信してもらうために，好きな店舗な 

どをブックマーク（登録）できるようにする。また，道路破損などの情報を通報する際 

の利便性を高めるためにも利用する。 

④ 利用登録者が任意で登録する個人情報を元にした「属性別情報検索機能」 

……利用登録者に対して，任意で性別，年齢などの属性を登録してもらう。属性と情報を書 

き込んだ店舗などをひもづけることで，年代ごとに好まれている店舗や注目されている 

イベントなどのデータをつくることができる。これによって，宮リンスの閲覧者は，自 

身の性別や年代に近い人が関心を持っている情報を閲覧することが可能になる。 

⑤ 情報掲載店舗などの割引券の配布などの「関係強化機能」 

……個人情報を登録した利用登録者に対して，宮リンスを利用することへのインセンティブ 

をもたせるため，協力を得られた店舗の割引券を配布する。これによって利用登録者と

宮リンスとのさらなる関係の強化につなげる。 

 

（３）「宮リンス」にアクセスする QRコードとその配置場所 

まちなかには宮リンスというウェブサイトの存在を知らない人も当然来訪する。そのため，宮

リンスに簡単にアクセスできる QRコードをまちなかの随所に配置する。 

QR コードをたくさん配置したとしても，宮リンスのトップ画面に遷移する QR コードばかりで

はまちなかに人が回遊しないと考える。そのため，場所によって宮リンス内の異なるページにリ

ンクされるように工夫する。例えば，QRコード近くの店舗のページにリンクしたり，今後開催さ

れるイベント情報のページにリンクしたりといった具合である。 

QR コードを配置する範囲は，図 3 のようにオリオン通りを中心に JR 宇都宮駅と東武宇都宮駅

を含むおおよそ半径 1 キロメートルの円内とする。市外からの来訪者などの多くの人の目につく

ようにするために，範囲内にある信号機付近の電柱やバス停，地図などの看板，店舗のレジ脇を

主な配置場所とする。可能な限り多くの場所に配置することで，「宮リンス」の対象エリアに入っ

たということを来訪者に認識させる。QRコードの配置イメージは，図 4に示した。 



 

 

図 3 QRコードを配置する範囲 

（Open Street Mapに提案者加筆） 

 

 

 

図 4 「宮リンス」のウェブページへリンクする QRコードの配置イメージ 

（提案者作成） 

 



 

4.2 「宮リンス」の実現に関わる主体の役割と効果 

 宮リンスを作成・運営していくにあたって関係する主体の役割と効果を表 4にまとめた。 

 市民については，宮リンスの利用登録者と非登録者，オリオン通りの商店街組合などの三者に

わけられる。宮リンスの利用登録者は，まちなかの魅力を探り，情報を適切に書き込んで発信す

るとともに，まちなかの道路破損の情報などを市に報告する。宮リンスの非登録者は，宮リンス

を見てまちなかを訪問する。商店街組合などの地域関係者は，宮リンスに対し店舗や施設に関す

る情報を提供するとともに，QRコードの配置や宮リンスの周知に協力する。これらの市民また観

光客などには，まちなかへの来訪機会が増加し，まちなかへの愛着度が向上するなどの効果が期

待できる。 

 事業者は，まちなかの店舗，宮リンスのウェブサイト作成・管理に携わる企業，宇都宮観光コ

ンベンション協会の三者がある。まちなかの店舗には先述の商店街組合と同様の役割が期待され

る。これによって，店舗などへの来訪者が増加し，またウェブサイトでの情報発信に不慣れな店

舗などの情報発信にもつながる。宮リンスのウェブサイト作成・管理を担う企業は，サイトの作

成と適切な運用をする。これによって，サイトへのアクセスが増加し，また企業としてまちなか

の活性化という地域貢献にもつながる。最後に，宇都宮市観光コンベンション協会は，宮リンス

へのまちなかの観光やイベントに関する情報を提供するとともに，宮リンスの周知も行う。これ

によって，宇都宮市への観光客数が増加し，また新たな情報発信手段が得られる。 

 行政（宇都宮市）は，宮リンスの企画やサイトの適切な運用を監督，そして周知を担うととも

に，QRコードの配置，まちなかのイベントなどの情報を提供する。これによって，まちなかの活

性化，情報発信手段の増加，宇都宮市への市民の愛着度の向上が期待できる。 

 

表 4 まちなか情報共有サイト「宮リンス」の実現に関わる 

市民，事業者，宇都宮市の役割と効果 

主  体 役  割 効  果 

市 民 

宮リンス 

利用登録者 

・まちなかの情報を適切に 

発信する 

・まちなかの魅力を探る 

・まちなかの道路破損部 

などを報告する 

・まちなかへの来訪機会の増加 

・まちなかへの愛着度アップ 

宮リンス 

非登録者 

（観光客含む） 

・宮リンスを見てまちなかを

訪問する 

・まちなかへの来訪機会の増加 

・まちなかへの愛着度アップ 

地 域 

（商店街組合 

など） 

・宮リンスへの情報提供 

・QRコードの配置 

・宮リンスの周知 

・まちなかや店舗の宣伝， 

来訪者増加 

・まちなかへの関心増加 

事業者 

まちなかの店舗 

・宮リンスへの情報提供 

・QRコードの配置 

・宮リンスの周知 

・店舗の宣伝，来訪者増加 

・ウェブサイトを持てない 

店舗の情報発信 

ウェブサイト 

作成・管理企業 

・宮リンスのサイト作成 

・宮リンスの適切な運用 

・サイトへのアクセス増加 

・地域振興への貢献 



 

宇都宮観光 

コンベンション 

協会 

・イベント，観光に 

関する情報提供 

・宮リンスの周知 

・市への観光客数増加 

・情報発信手段の増加 

行  政 

（宇都宮市） 

・宮リンスの企画 

・宮リンスの適切な運用監督 

・QRコードの配置 

・イベント，まちなかに 

関する情報提供 

・宮リンスの周知 

・まちなかの活性化 

・情報発信手段の増加 

・市への愛着度向上 

（提案者作成） 

 

4.3 「宮リンス」の運営上の問題点 

 宮リンスを運営するうえで課題と考えられる点が 3点ある。 

1点目は，「荒らし」と呼ばれるウェブサイト上を不適切に編集される可能性である。宮リンス

は誰でも編集できるようにすることで，多くの情報を集めることを目指している。しかし，誰で

も編集できるために，サイトを荒らす者が現れる可能性は否めない。そこで，私たちは，荒らし

を防ぐために，登録者に限り編集できるように対策を講じる。登録の際に，実名や連絡先などの

情報を入力してもらう。これは，荒らし対策には効果が見込めるものの，インターネットの特長

である匿名での書き込みには不向きである。そのため，宮リンス上で表示される名前をハンドル

ネームになるようにする。実名は，荒らしなどの不適切な行為があった場合に，サイト管理者が

利用登録者を確認するために使用するようにする。 

2 点目は，店舗などに好意的ではない口コミや個人などを誹謗中傷する書き込みなどが発生す

る可能性である。悪意がなくとも，利用登録者がこうした情報を書き込む可能性がある。こうし

た可能性や，荒らし，不適切な内容の書き込みがあるかについて，AI（人工知能）に判断させる

方策が考えられる。例えば，著しく掲載文字数が変化した編集行為や特定の不適切な語彙が書き

込んだかを判断させることが考えられる。この技術の導入については，民間事業者の協力を得て

いくことで実現していく。AIに情報内容を判断させ，店舗等が削除を要請すれば不適切な書き込

みを消せるようにすることが，ウェブサイトの健全な運営に資すると考えられる。 

3 点目は，利用登録者の個人情報の管理である。利用登録者には，登録のため実名やメールア

ドレスなどの個人情報の提供に同意してもらう必要がある。そのため，個人情報の流出に注意す

ることがサイト運営事業者やそれを監督する行政に求められる。 

 

 以上の問題を克服することで，「宮リンス」によって大迷宮のまちなかを楽しむ人が増え，宇都

宮のさらなる魅力を知ることができるようになる。これによって，宇都宮の都市としての顔であ

るまちなかのさらなる活性化が促進されるため，「SDGs な未来都市 うつのみや」の実現も大い

に期待できる。 

 

【補注】 

*1 「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標である。 
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